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1．　 は じめ に

　地 球大気 中の オゾ ン の約 90％ は成層圏に あ り、対

流圏に は 残 りの 約 10％ が存在する にすぎない 、し か

し こ の 10％ の対流圏オ ゾ ン は 温 室効果ガ ス で あ る と

tともに 、光化学大気汚染物質で もある。上部対流圏
の オゾ ン は温室効果 が特に顕著であ り、地表 付近 の

オ ゾ ン は人間 の 健康 ・森林 ・農作物 に 有害な影響を

与 える。

　対 流圏オゾ ン は成層圏か ら流入 す る もの と対流圏
で光化学的 に 生成 され る もの か ら成 っ て い るが 、両

者 を起源 とす る オゾ ン は 、それ ぞれ 存在する高度が

異 な っ て い る と推測 され る 。 し か し な が ら、衛星 デ
ー

タ か らは高度分布を知 る こ と は 困難で あ る。
　オゾ ン ライ ダ

ー
の 観測データ は 、高度分解能 ・時

間分解能に優れ て お り、オ ゾン の 時間変動を捉える

こ とが で きる。ま た MOZAIC （Measurement　of 　Ozone
and 　water 　vapour ，　carbon 　monoxide 　and 　nitrogen 　ox 藍des
by　Airbus　in−service　airCraft）は、飛行機搭載 の 機器で

全球 的な観測 を展開 し て お り 、 近 隣の成田 に お け る

高度分布 が 得 られ る 為 、こ れ らデータ を組 み 合わせ

る こ とで 、オ ゾ ン の 立 体構 造が分 か る 。

　そ こ で 本研 究 で は、高度情報が得 られ る観測デー

タ を解析す る こ とで 、対 流圏オ ゾ ン の 動 態 を高度別

に 明 らか にす る こ とを 目的 とす る 。

2． 解析 し たデー
タ に つ い て

・オ ゾ ン ライ ダーデ ータ

　差 分吸収 ラ イ ダ
ー

に よ る オ ゾ ン 観測データ は 気象
研究 所 の 中里 氏 か ら提供 を受けた。紫外線 レ ーザー

を用 い て観測 を行っ て お り、昼夜連続観測 が 可能 で

あ る。地表 〜 高度 3  ま で は 、276nm と 287nm の 2

波長 で Newtonian望遠鏡（直径 25cm）で 観測を行 っ て

い る 。 高度 2  〜
対流圏界面付近ま で は、287nm と

299nm の 2 波 長 で Nasmyth −Coude 望遠鏡（直径 60cm ）

で観測を行 っ て い る。高度約 2．6  で 両プ ロ フ ァ イ

ル を接続 し て い る［Nakazato　et　al．
，
2007］。高度分解能

は 120m 、時間分解能 は 30 分間 で ある 。 観測地点 は

つ くば、解析期間は 2005 年〜2006年 で ある 。

・オ ゾ ン ゾ ン デデー
タ

　気象庁お よび WOUDC が web サイ トで 公 開 し て い

るデー
タの うち、本研究 で は、つ くば の データ を解

析 した 。 解析期間は 、 2005年〜2006年で ある 。

・MOZAIC デ ータ

　MOZAIC で は 、旅客機に 測器 を搭載す る こ とによ

り、離陸か ら、水平飛行、着陸ま で の
一

連 の フ ライ

トを直接観測に よ り測定 し て い る。本研究で は、離

陸 ・着陸時の 鉛直分布デー
タの 解析 を行 っ た 。 解析

地 点 は 東京（成 田）、解析期間は 2005 年〜2006年で あ
る。

3． 解析結果

　オゾ ン ライ ダーで観測 され る受信信号強度か ら、
オ ゾ ン 数密度［molecules ！m3 ］が導出 され る。本研 究 で

は、ラ ジ オ ゾ ン デデー
タを用 い て オ ゾ ン 濃度 ［ppbv］

に変換 したデー
タを解析 に用 い た。図 1 に例 として

2005年 4 月 5〜7 日の オ ゾ ン ライ ダーで 観測 された

オゾ ン濃度［ppbv］の 高度時間断面図を示す。図 1 よ

り、高度 2 〜 3km 付近に 高濃度の オ ゾ ン が観測 され

て い る こ と が 分 か る。季節 にもよる が、こ の よ うな

事例 は、どの 月 にも観測 され て い る 。 オ ゾ ン ラ イダ
ー

の 観測が行わ れ た 前後 の 日 に、MOZAIC で 観測 さ

れ た オ ゾ ン プ ロ フ ァ イ ル を図 2 に示す 。 図 2 か らも

高度 2〜 3km 付近に高濃度 の オ ゾ ン が観測 され て い

る こ とが 分 か る。こ れ らの こ とか ら、少 な くとも成

田か らつ くば の 範囲 で 高濃度オ ゾ ン が広が っ て い る

と考 えられ る 。 今後は 、空気塊の 移動経路を解析す
る ツー

ル で あ る流跡線解析ツ ー
ル SPIRAL や物質輸

送 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン を解析す る FLEXPART を用

い て解析 を行 う予定 で あ る。

09

昌

76545210【
三

§
ぎ
羅

2005 ／04！e62005 ／Pt／07 20es 餌 ／os

0　 5　6　9　1含 15162124 　5　6　9　12　贋5 亀82 顎N 　5　6　9　12　，51a　2124
　 　 Th 啝訂諍　　　　　　　 rhacesr，　　　　　　　   ｛蹈  

納Oo

囗

9080

刀

◎050

 

甜

跏

田

o

図 1 ； オ ゾ ン ライ ダー
で 観測 され た オ ゾ ン 濃 度 ［ppbv］の 高度 時 間

断 面 図
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図 2 ：MOZAIC （観 測地 点 ： 成 田）で 観測 され た オ ゾ ン プ ロ フ ァ イ

ノレ

縦軸 ；高度［km 】、横 軸 ： オ ゾン 濃度［ppbv］
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